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今月は紅茶とｺ-ﾋ-についての情報です。  

 

A.紅茶について  

 

情報  1 ･･･『一日  3杯の紅茶が健康増進  ･･･ｶﾞﾝ予防に効果、骨も丈夫に』･･･ 毎日新聞  

 

  BBC など英ﾒﾃﾞｨｱは 24日 (8月 24日）一日に  3～ 4 杯の紅茶を飲むと  

  健康になるという専門家の研究結果を報じた。  

心臓発作やガンの予防につながるほか、虫歯にならず骨も強くなるという。  

 

報道によると研究結果をまとめたのは、ﾛﾝﾄﾞﾝ大学ｷﾝｸﾞｽ･ｶﾚｯｼﾞ の研究者ｷｬﾘ-･ﾗｸｽﾄﾝ氏。  

  紅茶は果物や野菜が持つ良質な抗酸化栄養素を含み、  

   3杯の紅茶にはりんご一個の約  8倍の酸化防止効果があるという。  

 

 情報  2･･･ 『ﾃｱﾆﾝ･･･｢月経前」重い症状緩和』･･･ 中日新聞  

 

  緑茶などに含まれるｱﾐﾉ 酸「ﾃｱﾆﾝ｣ に、女性が月経前に不快な状態に陥る  

  「月経前症候群（ PMS)」の重い症状を緩和する効果のあることが分かり、  

  食品素材ﾒ-ｶ-の太陽化学（四日市市）と県立看護大学が 25日 (8月 25日）  

  大分県別府市で開かれる第 32回日本看護研究学会学術集会で発表する。  

 

  ＰＭＳは疲れやすいなど身体的症状、ｲﾗｲﾗするなどの精神的症状、  

  仕事が嫌になるなどの社会的症状を伴う女性特有の悩み。  

 

  同社によると精神的に気分の変化を感じる人は女性の６割以上、  

  身体的に不快を感じる人は８割以上という。  

 

  ﾃｱﾆﾝは緑茶や紅茶などに含まれるうま味成分でﾘﾗｯｸｽ 効果があるとされる。  

  同社は、ﾃｱﾆﾝがＰＭＳにも効果があると考え研究を始めた。  

  01～ 02年頃に効果が確認され、詳しく調べるために県立看護大と共同研究を実施した  

 

  ＰＭＳの重い症状を自覚している 20～ 40代の健康な女性 18人がﾃｱﾆﾝを摂取した。  

  いずれの症状も緩和したとの回答が得られ、  

  重い自覚症状を持つ人にも効果があることが分かった。  

 

B.ｺ-ﾋ-について    

 

 情報  1･･･ ﾉﾙｳｪｰ で 16,000人を対象に 11年半の間追跡調査した結果  

 

  「大腸ｶﾞﾝや腎臓のｶﾞﾝなどはｺｰﾋｰ愛好家の方が発生率が少ない」    

  「虚血性疾患による死亡率とｺｰﾋｰの摂取量にも相関は無かった」  

 

 情報  2･･･ 『ｺｰﾋｰは ｶﾞﾝを抑制する』   ･･･ 毎日新聞･1988 年  

 

  岩橋秀夫氏（和歌山県立医科大学）の発表   

  ｢ｺｰﾋｰ の色や風味を決める要素の有機酸 (ｸﾛﾛｹﾞﾝ酸 ) が  

   ｶ ﾞﾝ を引き起こす活性酸素の一つﾋﾄﾞﾛｷｼﾙﾗｼ ﾞｶﾙの生成を抑制する」    

 

C.抗酸化作用  

 

紅茶成分による酸化防止効果・ﾘﾗｯｸｽ 効果、ｺ-ﾋ-成分による活性酸素生成抑制効果が  



健康管理には有効ということでしょうか。いずれにせよ抗酸化作用が ﾎﾟｲﾝﾄでしょう。  

 

紅茶・ｺ-ﾋ-に限らず色のついたものは抗酸化作用があります。  

その代表的なｶﾛﾁﾉｲﾄﾞ（濃緑野菜の葉菜に葉緑素と一緒に存在している）です。  

 

ｶﾛﾁﾉｲﾄﾞは ｶﾛﾁﾝとｷｻﾝﾄﾌｨﾙ に分けられます。  

①ｶﾛﾁﾝ（ﾆﾝｼﾞﾝ･ｶﾎﾞﾁｬ などの黄色色素）と②ｷｻﾝﾄﾌｨﾙ(葉にある黄色色素・卵の黄味）  

 

ﾋﾄがｶﾛﾁﾉｲﾄﾞを摂取した場合には①ｶﾛﾁﾝと②ｷｻﾝﾄﾌｨﾙ を吸収できますが、  

馬・牛・羊・像は①ｶﾛﾁﾝのみを吸収し、犬・猫・鼠・兎は両者とも吸収できません。  

 

抗酸化物質の吸収率が良いことはﾋﾄが長寿である理由の一つと考えられます。  


